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ジェンダー平等・男女共同参画の推進について 

 

【調査の目的】 

経済のグローバル化や少子高齢化、人口減少など、私たちを取り巻く環境が急速に変

化していく中、誰もが、社会のあらゆる分野で自分に合った生き方を選択し、個人とし

て持つ能力を発揮することができるジェンダー平等・男女共同参画社会の実現は、大変

重要です。 

福岡県では、「第５次福岡県男女共同参画計画」（計画期間：令和３年度～令和７年度）

を策定し、「男女がともに個性と能力を発揮できる豊かで活力ある社会」等を目指し、様々

な施策・事業を推進しているところです。また、ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）

（※）をはじめとする女性に対する暴力は依然として深刻であり、社会的・経済的に厳し

い状況にある困難な問題を抱える女性への支援も、ジェンダー平等・男女共同参画社会を

実現していく上で重視すべき課題です。 

また、令和３年６月には「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」が改正

され、男女を問わず立候補や議員活動をしやすい環境整備等を行うため、啓発活動や性的

な言動等に起因する問題への対応等さらなる取組が求められています。 

こうしたことから、今後のジェンダー平等・男女共同参画を推進する施策を検討・企画

する上での基礎資料とするため、県民の皆さんのジェンダー平等・男女共同参画に関する

意識や実態を把握させていただき、また、ＤＶ被害者を含め、困難な問題を抱える女性へ

の支援は、早期に相談されることが肝要であることから、その相談窓口の周知度等を把握

させていただきたいので、御協力をお願いいたします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人づくり・県民生活部男女共同参画推進課） 

 

  

※ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは 

配偶者（事実婚を含む）や交際相手からの暴力をいいます。 

【ＤＶの事例】 

身体的暴力 殴る、蹴る、物を投げつける など 

精神的暴力 大声でどなる、無視する、外出・電話を制限する など 

性的暴力 性行為の強要、避妊に協力しない など 

経済的暴力 生活費を渡さない、借金をさせる など 

子どもを利用した暴力 子どもに悪口を吹き込む など 

 ※県内 12 ヶ所の配偶者暴力相談支援センター、男性 DV 被害者のための相談ホット

ライン、LGBTQ の方の DV 被害者相談ホットラインで、相談を受け付けています。 
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問１ あなたは、普段の生活で男女の地位が平等だと感じますか。 

 

【回答内容】 

全体では、「男性優遇」と感じる人が 56.2%、「平等」と感じる人が 34.9%、「女性優遇」と

感じる人が 8.9%となっている。一方で、男性において「男性優遇」と感じる人は約 4 割程だ

が、女性においては約 7 割を占めるなど、女性のほうがより強く「男性優遇」と感じている

ことがわかる。 

 

 

（回答者数：全体 372 人、女性 197 人、男性 172 人、その他 3 人） 
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問１－２ （問１で「１．男性優遇」または「３．女性優遇」と答えた人にお尋ねします。） 

   あなたは普段どの場面で男性優遇または女性優遇と感じますか。 

【回答】 

問１で「１．男性優遇」と答えた人では順に、「社会通念・慣習・しきたり」、「政治」、「職

場」を挙げた人の割合が多く、「３．女性優遇」と答えた人では、「職場」を挙げた人の割合が

最も多かった。また、「１．男性優遇」と答えた人では回答における男女差が小さかったのに

対し、「３．女性優遇」と答えた人では、「学校教育」、「家庭」、「地域活動・社会活動」におい

て男女の回答に大きな差がみられた。 

 

「１． 男性優遇」と答えた人 

 

（回答者数：全体 209 人、女性 134 人、男性 72 人、その他 3 人） 

 

「２． 女性優遇」と答えた人 

 

（回答者数：全体 33 人、女性 4 人、男性 29 人）        
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問２ あなたは、「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどう思いますか。 

【回答内容】 

全体では、「同感する」「ある程度同感する」を合わせた「賛成派」が 26.6%で、「同感しな

い」「あまり同感しない」を合わせた「反対派」が 73.4%となっており、性別役割分担意識を

容認しない人の割合が多くなっている。 

 

（回答者数：全体 372 人、女性 197 人、男性 172 人、その他 3 人） 

 

問２－２（問２で「１．同感する」、「２．ある程度同感する」と答えた人にお尋ねします。） 

あなたが、「男は仕事、女は家庭」という考え方について、そのように考える理由は

何ですか。（〇は２つまで） 

【回答内容】 

全体では、「男女の身体的機能の違い」を挙げる人（34.1％）の割合が最も多く、次いで、

「女性が家庭を守った方が、こどもの成長などにとって良いと思うから」（21.2％）となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答者数：全体 99 人、女性 47 人、男性 50 人、その他 2 人）             
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問３ あなたは、困難な問題を抱える女性が相談できる窓口があることを知っていますか。 

   （複数回答可） 

 

 

 

 

 

【回答内容】 

困難な問題を抱える女性が相談できる窓口のうち、最も認知度が高いのは、「市町村の相談

窓口」（234件）で、次いで、「警察」（228 件）。 

 

 
（回答者数：全体 372 人、女性 197 人、男性 172 人、その他 3 人）       

 

問３－２（問３で「７．その他」と答えた人にお尋ねします。） 

その内容を具体的に入力してください。 

 【回答内容（抜粋）】 

・NPO や地域の女性支援団体、宗教施設内の相談窓口、医療機関のソーシャルワーカー、

LINE やチャットでの相談サービスなど。匿名性が高く気軽に相談できる窓口も重要

だと思います。特に若い世代には有効です。 

・民生委員さんなどやかかりつけの病院などでも良いかと思います。私が医療機関で勤

務していることもあり、患者さんからよく相談を受けます。  

※「困難な問題を抱える女性」とは 

 生活困窮、性暴力・性犯罪被害、予期せぬ妊娠、ＤＶや虐待、孤立・孤独など、日常生活や社

会生活を円滑に営む上で、困難な問題を抱えている方のこと。 
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問４ あなたは、「交際相手からの暴力」（いわゆる「デート DV」）について、知っていま

すか。 

 

【回答内容】 

全体では、「言葉も、その内容も知っている」が 68.0%、「言葉があることは知っているが、

内容はよく知らない」が 20.2%、「言葉があることを知らなかった」が 11.8%となっている。 

 

（回答者数：全体 372 人、女性 197 人、男性 172 人、その他 3 人） 
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問５ 政治分野における男女共同参画の推進に向けて、女性が政治に参画する上で、何が

課題となっていると思いますか。（〇は２つまで） 

【回答内容】 

男性、女性ともに「男性中心の古いしきたりや、夜間の会合など、仕事と家庭と両立でき

ない行事が多いから」との回答が最も多く、次いで「仕事や家庭生活との両立の難しさ」と

の回答が多い。 

 

（回答者数：全体 372 人、女性 197 人、男性 172 人、その他 3 人） 

  

(件) 
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問６ 政治分野におけるハラスメントを根絶し、女性をはじめ誰もが政治に参画しやすい

環境を整えるためには、どのような取組が有効だと思いますか。（〇は２つまで） 

【回答内容】 

 男性、女性ともに「ハラスメントを行った者に対する処分の規定の整備」が最も多く、男

性と比較してより多くの女性が「ハラスメントを行った者に対する処分の規定の整備」を望

んでいる。次点で「議員向けハラスメント研修」、「ハラスメントを行った者の氏名等の公表」

の項目にて男女差がある。 

 

（回答者数：全体 372 人、女性 197 人、男性 172 人、その他 3 人） 

 

  

(件) 



9 

 

問７ ジェンダー平等・男女共同参画の推進について、これまでの設問以外に意見はあ

りますか。 

 

【回答内容】（意見抜粋） 

• 制度的な男女格差は減ったが、無意識的な文化や価値観による男女格差が問題だと思う。 

• 構造上の男女差や体格の違いがあるため、本当の平等について悩むことがある。 

• 性別ではなく人間として立場に立ち、話を聞き、一緒に答えを出せる場所が増えてほし

い。 

• 男女共同参画の推進には相談窓口の多チャンネル化や広報活動の強化が必要だと思う。 

• 子育てにおいて男性も女性と同様に休める環境づくりが必要だと思う。 

• 男女平等を語る際には、生物学的な違いを認めた上で進めることが重要だと思う。 

• 人口減少社会では男女問わず良い意見を取り入れ、スピード感を持って取り組むべきだ

と思う。 

• 女性議員が少ないのは性別役割分業的な価値観が根強いことが原因だと思う。 

• 男女ともに働くことが当たり前になりすぎて、専業主婦（主夫）の希望が尊重されにくい

社会だと感じる。専業主婦（主夫）の存在を認め、扶養控除や手取りを充実させるべきだ

と思う。 

• ハラスメントを防ぐためには、自分の言動が他者を傷つける可能性を常に意識すること

が重要だと思う。 

• デート DVへの意識は改善されてきたが、昔ながらの風習や考え方が残る地域もある。 

• SNS で九州の男尊女卑文化が皮肉られることがあり、ジェンダー平等には啓発教育が必

要だと思う。 

• 男女の得意分野の違いは認めつつ、妊娠出産など女性特有の課題を義務教育で学ぶべき

だと思う。 

• 女子枠を設けるなら男子枠も設けるべきで、女子学生だけが優遇されているように感じ

る。 

 

 


